
- 1 -

（ 通 巻 １ ３ ６ ８ 号 ）

教育資料 第４４号指導資料
－ 小 ・ 中 学 校 対 象 －

平成１３年１１月発行鹿 児 島 県 総 合 教 育 セ ン タ －

学 校 図 書 館 に お け る 情 報 活 用 能 力 の 育 成 の 在

り方

情 報 化 が 進 展 す る 中 で ， こ れ か ら の 学 校 教 習 の 中 で ， 図 書 資 料 を は じ め と す る 様 々 な 情

育においては，あふれる情報の中から児童生 報 を 生 か し て 課 題 を 追 究 し て い く 過 程 で は ぐ

徒自ら必要な情報を収集，選択，活用する能 く ま れ る 能 力 の こ と で あ る 。 一 人 一 人 の 子 ど

力の育成が強く求められている。 も た ち が こ の 力 を 身 に 付 け て い け る よ う ， 学

学 校 図 書 館 に は 様 々 な 資 料 ・ 情 報 が 整 備 さ 校 図 書 館 の 学 習 情 報 セ ン タ ー と し て の 機 能 を

れている。これからは学校図書館を計画的に 高 め る た め の 環 境 整 備 や 指 導 上 の 工 夫 が 必 要

利用しその機能の活用を図り，児童の主体的， で あ る 。

意欲的な学習活動や読書活動を充実し，情報 「 情 報 の 科 学 的 な 理 解 」 と は ， 例 え ば コ ン

活 用 能 力 の 育 成 を 図 る こ と が 重 要 で あ る 。 ピ ュ ー タ な ど の 情 報 手 段 の 特 性 に つ い て 理 解

そ こ で 学 校 図 書 館 に お け る 情 報 活 用 能 力 の し た り ， 情 報 処 理 の 方 法 や 身 近 な 情 報 技 術 の

育 成 の 在 り 方 に つ い て 述 べ る 。 仕 組 み を 学 ん だ り ， 自 ら の 情 報 活 用 を 評 価 ・

改 善 し た り す る た め の 基 礎 的 な 理 論 や 方 法 に１ 情報活用能力について

関 す る 理 解 の こ と で あ る 。

情報教育について，平成 年 ８ 月 に ， 「 情 報 社 会 に 参 画 す る 態 度 」 と は ， 社 会 生10

情 報 教 育 に 関 す る 推 進 等 に 関 す る 調 査 協 力 活 の 中 で 情 報 や 情 報 技 術 が 果 た し て い る 役 割

者 会 議 か ら 最 終 報 告 が 出 さ れ た 。 そ の 中 で や 及 ぼ し て い る 影 響 を 理 解 し ， 情 報 モ ラ ル の

情 報 教 育 を 「 情 報 活 用 能 力 を 育 成 す る 教 育 必 要 性 や 情 報 に 対 す る 責 任 に つ い て 考 え ， 望

と 定 義 し ， 目 標 を 次 の よ う に 示 し て い る 。 ま し い 情 報 社 会 の 創 造 に 参 画 し よ う と す る 態

度のことである。

○ 情報活用の実践力の育成 例 え ば ， 学 習 の 成 果 等 を 他 の 学 校 等 に 発 信

○ 情 報 の 科 学 的 な 理 解 の 促 進 す る と き は ， 情 報 を 受 け 取 る 相 手 の 立 場 や 気

○ 情 報 社 会 に 参 画 す る 態 度 の 育 成 持 ち に 配 慮 し た り ， 図 書 資 料 や 様 々 な 学 習 ソ

フ ト を 取 り 扱 う 場 合 ， 著 作 権 に 留 意 し た り す

「情報活用の実践力」とは，各教科や総 るよう指導する必要がある。

合 的 な 学 習 の 時 間 に お け る 問 題 解 決 的 な 学 情 報 活 用 能 力 の 育 成 は ， 小 ・ 中 ・ 高 等 学 校
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を 通 し て ， 体 系 的 ・ 系 統 的 な 情 報 教 育 の 中 す る 面 な ど も 重 視 し て い く 。 件 名 目 録 の 作

で 進 め ら れ て い く 。 そ の 中 で ， 小 学 校 段 階 成 に お い て は 各 教 科 等 の 単 元 と 直 結 さ せ る

で は ， 総 合 的 な 学 習 の 時 間 を 中 心 に 「 情 報 な ど の 工 夫 を す る 。

活 用 の 実 践 力 」 を 養 う こ と が 望 ま れ る 。 例えば，６年生社会の歴史の学習の中で，

また，中学校段階では，小学校における 織 田 信 長 を 探 す た め に ， 単 元 の 学 習 の キ ー

情 報 教 育 を 踏 ま え ， 技 術 ・ 家 庭 科 の 「 情 報 ワ ー ド で あ る 「 戦 国 時 代 」 を 使 っ た 言 葉 を

と コ ン ピ ュ ー タ 」 及 び 社 会 科 の 「 公 民 的 分 件 名 目 録 と し て 子 ど も た ち 自 身 に 考 え さ せ

野」を中心として ｢ 情 報活用の実践力」と る な ど し て ， 子 ど も た ち の 関 心 や 利 用 度 を,

ともに ｢ 情 報 の科学的理解」と「情報社会 高める ｡,

に 参 画 す る 態 度 」 を 育 成 す る 必 要 が あ る 。 イ 図書館利用の指導の充実

こ れ ま で ど ち ら か と い う と 図 書 の 紹 介 程２ 学校図書館を活用した情報活用能力の育

度 で 進 め て い た 利 用 指 導 を ， 自 主 的 ・ 主 体成

的 学 習 の 促 進 と 子 ど も た ち の 情 報 活 用 能 力

学校図書館で育てる情報活用能力 の 育 成 の 視 点 か ら 見 直 す 。 利 用 の 仕 方 と 資(1)

学 校 図 書 館 で 育 て る 情 報 活 用 能 力 と は 料 の 種 類 ， 資 料 の 特 性 と 利 用 法 ， 必 要 な 情

子どもたちが学習課題を追究していくに 報 ・ 資 料 の 検 索 方 法 ， 情 報 の 記 録 方 法 や ま

当たり，学校図書館にある様々な資料の と め 方 等 の 指 導 を 大 切 に す る 。

中から，目次，索引，目録等を有効に利 ま た ， レ フ ァ レ ン ス ・ サ ー ビ ス や 読 書 相

用して自分の求める情報を見付けたり， 談体制の強化にも努める。

コンピュータ等の情報機器を活用し情報 ウ 学 校 図 書 館 の 計 画 的 な 利 用

を収集したりする，いわゆる情報活用の 教 科 や 総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 年 間 指 導 計

実践力の育成が中心となる。 画 や 単 元 構 想 の 中 に 学 校 図 書 館 の 活 用 を 位

情 報 活 用 能 力 を 育 成 す る 具 体 的 な 手 だ 置 付 け る 。 そ の 際 ， 単 元 の 目 標 や 内 容 と の(2)

て 関 連 か ら ， 育 成 す べ き 情 報 活 用 能 力 を 明 ら

ア 学習情報センター機能の充実 かにしておく。

横断的な学習や調べ検証する学習の 例 え ば 国 語 の 学 習 で ， ４ 年 生 で は 国 語 辞

中 で 情 報 活 用 能 力 を 更 に 高 め て い く た 典 ・ 漢 和 辞 典 を 用 い て 必 要 な 情 報 を 集 め る

め ， 子 ど も た ち の ニ ー ズ に 応 じ た 学 習 ことができるなどである。

資 料 や 様 々 な 情 報 ソ フ ト 及 び 情 報 手 段 エ 地域の教材，人材の活用

を ， 発 達 段 階 や 身 に 付 け て い る 情 報 活 地 域 の 歴 史 や 文 化 財 に 関 す る 資 料 ， 地 域

用 能 力 に 応 じ て 用 意 す る 。 に ゆ か り の あ る 人 々 の 伝 記 ， ゲ ス ト テ ィ ー

資料の分類や配架は十進分類法にこ チ ャ ー と し て 活 用 す る 人 材 を デ ー タ ベ ー ス

だ わ る こ と な く ， 教 科 等 の 内 容 に 関 す として構築しておく。

る 視 点 ， 子 ど も た ち の 興 味 ・ 関 心 に 関 そ し て ， 求 め る 図 書 や こ れ ら の 資 料 ・ 情
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３ 学校における具体的実践報を素早く的確に探せるよう，目次や索引

国語辞典，百科事典などの五十音順索引，

キ ー ワ ー ド を 基 に カ ー ド 方 式 や パ ソ コ ン に 次 は ， 総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 単 元 構 想 に

よ る 検 索 シ ス テ ム な ど を 活 用 す る 能 力 を 高 学 校 図 書 館 の 活 用 を 位 置 付 け て ， 情 報 活 用

める。 能 力 の 育 成 を 図 っ た 指 導 例 で あ る 。

オ 図書委員会活動の充実 単 元 名(1)

教師の支援の下に図書委員を中心として 「 姶 良 町 の 自 然 を 守 ろ う ～ わ れ ら 環 境

新 刊 書 ， 推 薦 図 書 等 の 紹 介 ， 学 習 活 動 の 成 ボランティア～」

果 等 を 掲 載 し た 学 校 図 書 館 だ よ り を 発 行 さ 目 標(2)

せ る 。 そ の 過 程 に お い て 情 報 発 信 力 （ 情 報 ふ る さ と の 別 府 川 を テ ー マ に ， 自 分 な

選 択 ・ 活 用 能 力 ） を 育 て る 。 り の 観 点 か ら 課 題 を 追 究 す る 中 で 環 境 問

カ 地域に開かれた図書館づくり 題 に つ い て 課 題 意 識 を 高 め ， 自 分 な り の

地域のボランティア活動への参加，学習 解 決 策 を 見 付 け た り ， 実 践 活 動 に 結 び 付

の 中 で の 取 材 活 動 等 を 通 し て 地 域 の 人 々 ， けることができる。

自 然 ， 歴 史 ， 伝 統 文 化 へ の 価 値 な ど に 気 付 学 年 ： ５ 年 生 （ ４ 学 級 １ ３ ７ 名 ）(3)

か せ る 。 さ ら に ， 地 域 文 化 と 学 校 図 書 館 と 情 報 活 用 能 力 を 育 成 す る た め の 工 夫(4)

の つ な が り を 深 め る 。 ア 導 入 に お い て は オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

例えば，敬老会で地域の昔話を劇化した の 場 で ， 子 ど も た ち の 興 味 ・ 関 心 や 問

り ， ブ ッ ク ト ー ク を 披 露 し た り し て ， 学 校 題 意 識 を 高 め る た め ブ ッ ク ト ー ク を 生

図 書 館 を 子 ど も た ち の 地 域 で の 文 化 活 動 に か し て い る 。

リンクしていく。 イ 課 題 設 定 の 場 で は ， 学 校 図 書 館 に あ

キ デ ー タ ベ ー ス の 構 築 る パ ン フ レ ッ ト や 新 聞 等 の 図 書 以 外 の

コンピュータによる図書資料名等のデー 資 料 も 生 か し な が ら ， 自 分 な り の 観 点

タ ベ ー ス 化 を 進 め る 。 各 学 校 間 及 び 公 立 図 か ら 課 題 を 設 定 し て い る 。

書 館 と の ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 図 り ， デ ー タ を ウ 課 題 追 究 の 場 で は ， イ ン タ ー ネ ッ ト

相 互 に 検 索 し た り ， 必 要 な 図 書 資 料 を 相 互 や メ ー ル 等 の 情 報 メ デ ィ ア も 活 用 し ，

貸 借 す る シ ス テ ム を 構 築 す る 。 情報処理等に生かしている。

エ 学 習 の 成 果 を ポ ー ト フ ォ リ オ を 利 用

し て ま と め た り ， 情 報 メ デ ィ ア を 使 っ

て発表している。

（写真１） オ 単 元 を 通 し て の 課 題 追 究 の 過 程 に お

い て ， 情 報 の 収 集 ・ 判 断 ・ 処 理 ・ 創 造

表 現 ・ 発 信 ・ 伝 達 な ど ， い わ ゆ る 情 報

活 用 の 実 践 力 を 中 心 に 情 報 活 用 能 力 の

育 成 を 図 っ て い る 。
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【 姶 良 町 の 自然を守ろう～われら環境ボランティア】
過 程 主な学習活動 教師の支援と学校図書館の活用情報活 用 の 実

（ の 中 は学校図書館の活用）（ ）時間 践力
・ 別 府 川 で の 直 接 体 験 活 動 ， 人 材 活 用 ，１ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

ふ ・ 別 府 川 に 行 き ， 川 の 掃 除 を す る 。 収 集 地 域 の 人 々 へ の 取 材 活 動 等 に よ っ て 得 た
れ ・ ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ ー （ 昔 か ら 別 府 川 沿 情報により興味 ･ 関 心を触発する。
る いに住んでいる人）の話を聞く。 ・ ブ ッ ク ト ー ク に よ り 川 に 対 す る 知 識
５ ・ 昔 の 別 府 川 に つ い て 取 材 活 動 を す る 。 を 広 げ 問 題 点 や 疑 問 点 に 気 付 か せ る 。（ ）

（ 『 』）（ イ ン タ ー ビ ュ ー ・ 手 紙 ） 富山和子著 川 は 生 き て い る
・ 先 生 に よ る ブ ッ ク ト ー ク を 聞 く 。

・ 子 ど も 一 人 一 人 の 思 い や 見 付 け た 問 題２ 課 題 を 設 定 す る 。
・ 課 題 ご と の グ ル ー プ に 分 か れ る 。 収 集 点 ・ 疑 問 点 を も と に 調 べ た い こ と を 焦 点

つ ・ ど の よ う な 方 法 で 調 べ る か グ ル ー プ で 判 断 化 し ， 子 ど も 自 身 の 課 題 と し て の 意 識 を
か 計画を話し合う。 高 め る 。
む ・ 課 題 を 追 究 す る た め に 新 た に 資 料 収 集 ・ 図 書 ， パ ン フ レ ッ ト ， 新 聞 ， 前 年 度

を し た り ， そ れ ら の 中 か ら 必 要 な 資 料 を の 児 童 が 作 成 し た 発 表 資 料 等 も 参 考 に
・ 選択していく。 し，必要な資料を選択させていく。

た
別府川について調べたいて

る
５ 貝 魚 虫 かに 野鳥 植物 ゴミ 水 質（ ）

・ 学 校 図 書 館 の 様 々 な 情 報 メ デ ィ ア の３ 課題グループで
調 べ る 。 ＜ 方 法 例 ＞ 活 用 を 工 夫 し 課 題 追 究 を さ せ て い く 。
・ 収 集 ・ 図 書 館 に あ る 関 係 書 籍 や そ の 他 の 資川 の 調 査 活 動

し ・ 判 断 料 を 準 備 し て お く 。 資 料 の 見 付 け 方 や学 校 図 書 館 や 町 立 図

ら （写真２） 処 理 目 的 に 合 わ せ た 選 択 を 助 言 す る 。書 館 の 利 用

べ ・ 創 造 ・ イ ン タ ー ネ ッ ト で の 検 索 や メ ー ル 利民 俗 資 料 館 の 利 用

る ・ 用 の 方 法 を 事 前 に 指 導 し て お く 。地 域 の 人 へ の 取 材

５ ・ ・ 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 し た 交 流 の（ ） 関 係 機 関 や 他 の 学 校

場（建設省河川事務所等 を 設 定 す る 。と の 交 流 活 動 )
（ ）情 報 活 用 の 実 践 力

ま 判 断 ・ 学 習 の プ ロ セ ス が よ く 分 か る フ ァ イ４ 調 べ た こ と や 組 ん だ こ と を ポ ー ト フ ォ リ
と 処 理 ル に な る よ う 図 書 資 料 等 の 要 約 や 記 録オを利用してまとめる。
め ・ 「 ポ ー ト フ ォ リ オ 作 り 方 ガ イ ド 」 を 活 創 造 の ま と め 方 を 指 導 し た り ， 情 報 の 見 直
る 用しながら 活 動 し て き た こ と を 整 理 し 表 現 し方について助言する。， ，
５ まとめる。（ ）

５ 調べたことを発する。
・ Ｔ Ｐ や 図 表 等 を 作 成 し た り コ ン ピ ュ ー 表 現 ・ 発 表 に 向 け て 様 々 な 情 報 メ デ ィ ア の

生 タを使って文章やレイアウトを工夫する 発 信 特 性 や 目 的 に 応 じ た 活 用 方 法 を 理 解 さ
か 発 表 例 せ る （ ）。 情報の科学的理解
す ・ 紙 芝 居 や ペ ー プ サ ー ト の 作 成 伝 達 ・ 発 表 で は 相 手 の 立 場 や 気 持 ち を 考 え
５ ・児童一人一人の個別新聞の発行 た情報発信の大切さに気付かせる。（ ）

）・ ふ る さ と 別 府 川 マ ッ プ 」 の 作 成 （「 情報社会へ参画する態度

ふ ・ 活 動 全 体 を 振 り 返 る こ と が で き る よ６ 学 習 し て き た こ と を 振 り 返 る 。
りえ うな評価カードを準備する。

，かる ・ 環 境 に 関 す る 図 書 を 紹 介 し た り し て
５ 更 に 広 い 視 点 で 環 境 問 題 を 見 て い こ う（ ）

とする態度を高める。
（ 姶 良 町 立 建 昌 小 学 校 米 村 圭 史 教 諭 の 実 践 を 基 に 作 成 ）
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・ 増 田 信 一 編 著 『 学 び 方 を 養 う 学 校 図 書 館 』 平 成 年 学 芸 図 書12

（ 教 育 資 料 室 ）


